
地方におけるキャリア教育（人づくりや地域づくり）はいかにあるべきか？

こうした正解のない問いに向き合っていくには、いつもの均質な組織内でディス
カッションするだけでなく、時には世代やセクターを超えた多様な人財との「対話
（ダイアローグ）」を通して、自分自身にイノベーションを起こすことも必要です。
今日はぜひ、既存の価値観や固定観念から脱却し、ゆるやかで自由で多様な対話か

ら自分自身の化学変化を感じ取り、正解のない問いに向き合っていきましょう！

主催:宮崎県ｷｬﾘｱ教育支援ｾﾝﾀｰ ／ 共催:五ヶ瀬町教育委員会
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平成３０年

５月１１日（金）１０：００～１６：００

五 ヶ 瀬 町 立 上 組 小 学 校



8:45～ 受 付
９：００～９：４５ 小学校４校によるＧ授業

※自由参加

10:00～ オープニング
● オープニング・プレゼン

● あいさつ（五ヶ瀬町長、宮崎県教育研修センター所長）

10:20～ 実践発表①
● 五ヶ瀬町教育委員会（20分）

学校支援室（15分）、おたすけ隊（15分）

11:10～ 休 息

● 五ヶ瀬町立五ヶ瀬中学校の代表生徒（30分）

11:50～ 昼 食 ・ 休 憩

13:00～ 実践発表③

● 栃木県の先駆的取組 NPOﾄﾁｷﾞ環境未来基地

代表 塚本竜也 氏（25分）

● 徳島県の先駆的取組 大学生NPOひとつむぎ(25分)

顧問 大西浩正 氏

監事 石原翔太氏（大阪大M２年)、吉成穂夏氏(徳島大4年)

13:25～ 実践発表④

13:50～ 交流活動

ﾄｰｸ･ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ

14:15～ 休 息

14:25～ インタビュー・

ダイアローグ

聞き手 教育研修センター教育支援課

ゲスト 伊東准教授(九州大学)、遠藤准教授(宮崎大学)

トチギ環境未来基地、ひとつむぎ

水永正憲氏（県ｷｬﾘｱ教育支援ｾﾝﾀｰ）

15:15～ グループ・トーク

15:50～ グローズ・トーク ● 総括コメント 吉村功太郎教授（宮崎大学）

11:20～ 実践発表②



ゲ ス ト 紹 介

大学生NPO ひとつむぎ

■子ども、若者、子どもを取り巻く大人に対して、一人一人の個性を引き出し、

社会で生き抜く力を育むため、学校・地域・企業・行政等の連携をコーディ

ネートする事業を行い、人口減少が進む地方において多様な教育を展開し、併

せて過疎地域の活性化・振興に寄与することを目的として2015年2月23日

に設立された。

■”ひと”と”ひと”とをつむぐことから生まれる教育やまちづくりを目指し、

よそものの視点から地域の魅力を引き出し、よりそいながら新しい魅力を育て

る活動を展開中。

■徳島県牟岐町を中心に、中学生を対象とした｢シラタマ活動｣や、高校生等を

対象とした｢ローカルハイスクール｣などの魅力的なキャリア教育を推進してい

る。

NPO トチギ環境未来基地

■栃木県益子町を拠点に若者を中心として森づくり活動を行う団体で、若者主

体で森づくりや里山の整備を進めることと、その実践活動を通して次世代を担

う若者を育むことを団体の使命の両輪としている。

■活動の中核は若者チームによる長期滞在型の森づくり活動であり、３か月間

のプログラムを春と秋の年２回実施している。大学生の他20代の若者やアジ

アからのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入も行っている。モデルはアメリカのプログラムで、代表

の塚本氏が大学卒業後に自ら参加して成果を体感したことが本団体設立の出発

点である。

■過疎化や高齢化、ライフスタイルの変化などによって困難となっている里山

や森林を、若者達の手で整備することを柱に、整備した森林を子どもたちの体

験の場として開放したり、障がい者や高齢者でも気軽に遊びに来ることができ

るような工夫にも取り組んでいる。
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教育支援課が実施する公開講座(ﾏｲ･ﾄﾗｲ)


